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６月号 公民館便り 

 

 

◆ 開館時間 【本 館】午前８時30分～午後10時（休館日：12月29日～１月３日） 

       【図書室】午前９時～午後７時（火・土・日・祝日は午後６時まで） 

◆ 利用申込 予約 …３か月前から（原則１か月２回まで） 

       使用許可申請 … 使用日の３日前までに申請書提出と使用料の納入が必要 

       申請書・使用料受付時間 平 日・午前８時30分～午後５時15分 

土曜日・午前８時30分～正午 

（日曜・祝日・休館日を除く） 

◆ 施設設備 【会議室】４室（定員30～54人）・【多目的室】（20人）・【和室】（36人） 

       【調理室】（24人）調理台５・【ホール兼体育館】（400人） 

【健康づくり学習室】（トレーニング機器設置） 

       【図書室】（一般書約16000冊・児童書約14000冊） 【駐車場】７５台 

＊ 予約はインターネットからも可能。その場合は、３日前までのキャッシュレス決済も利

用できます。 

＊ 使用料金は、各室、平日・土日祝日・時間帯で異なります。 

＊ 各施設内では、水分補給以外の飲食はできません。 

＊ 社会教育施設ですので、営利活動、政治活動、宗教活動等での利用には制限があります。 

                                    館 長 岩越 悟志 

昔の鹿児島は，薩摩と呼ばれ，年長者が年下を教える薩摩藩伝統の縦割り教育，郷中教育
が行われていました。その郷中教育の訓えに，「負けるな，うそを言うな，弱い者をいじめ
るな」があります。この訓えには，普遍の真理が含まれていると考えています。多様な人々
と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え，生きて行かなければならない今の時代だから
こそ，その訓えに込められた精神を理解してほしいと思います。 

まず「負けるな」とは，人に負けないというよりも，どんな困難に遭っても決して自分に
負けてあきらめてはいけないという意味です。様々な誘惑に負けず，勇気を持って，自分の
信念に従い行動することは，多くの情報や価値観が溢れる現代において，もっとも必要なこ
とだと思います。 
次の「うそを言うな」とは，過ちを犯したときには決して言い訳せず， 

素直に非を受け入れるという意味です。何事にも誠実に向き合い，失敗し 
たら素直に謝ることは大切なことだと思います。 
そして，「弱い者をいじめるな」とは，弱い者いじめが最も卑劣であり， 

厳に慎むべきであるという意味です。人間が生きていく上で，相手に寄り 
添って思いやることは，もっとも基本的なことだと思います。 
これからの時代，一人一人の子どもが，自分のよさや可能性を認識するとともに，あらゆ

る他者を価値のある存在として尊重し，豊かな人生を切り拓いていくためにも，私たち大人

は，歴史に裏打ちされた「負けるな，うそを言うな，弱い者をいじめるな」の訓えを，行動
で示していかなければならないと考えます。 



 

 ５月 1２日(火)～1４日(木)の３日間、伊敷台中より１人、 

河頭中より２人の生徒が職場体験学習を行いました。 

生涯学習の地域拠点としての公民館の意義や利用者の状況 

を知ったり、事務作業や図書室業務を体験したりしました。 

また、講座の学習補助をして受講者とふれあうなど、楽し 

く学べてもらえたのではないかと思います。 

この体験が、今後の進路を考える上で役立つことを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
日々の生活の中で、興味・関心のあること、チャレンジしたいことや悩んでいること、解

決したいことなどの課題についてみんなで学び、互いにコミュニケーションを図ることで、

人とのつながりを深め、より心豊かで生きがいのある生活を送ることをねらいとして、「社会

学級」が開設されています。ただし、開設学級等は、学校・校区によって異なります。 

・ 小学校に「家庭教育学級」 ・ 中学校に「家庭教育学級」「父親セミナー」 

・ 校区コミュニティー協議会に「成人学級」「女性学級(かごセミ)」 

子どもへの関わり方、食に関することや健康づくり、人権学習、地域の特色ある活動、生

活全般のことなど、バラエティーに富んだ内容が盛り沢山です♪ ぜひご参加ください！ 

※ お問合せは、伊敷公民館（℡ ２２０－１８６６）まで。 

令和８年度の前期講座が始まりました。 

1４講座、2２６名の募集に対して、３４５名の応募がありました。 

「体幹トレーニング」、「いすに座って脳トレ筋トレストレッチ」などの 

健康づくりに関する講座や「スマートフォン入門」など、生活につながる 

講座、「和菓子づくり」など趣味講座の応募率が高い傾向にありました。 

 また、親子での英会話や体操なども根強い人気があります。 

初めて染色の講座に申し込まれた方の声に「楽しい時間はあっという間。 

色の変化にワァーと声がでて、初めての出会いに感謝。」とありました。 

これからも皆様に笑顔になっていただける公民館を目指してまいります。 

 

５月１９日(火)に、伊敷地域の社会学級委員が集まり、 

社会学級の活性化とその充実を目指し、研修会を実施しま 

した。 

全体会の後、家庭教育学級・成人学級・女性学級(かご 

セミ)に分かれて分科会を行いました。 

分科会では、各学級の昨年度の活動の紹介や成果・課 

題、今年度の年間計画学級生を増やすための手立て等についての情報交換が行われました。 

出席者からは、やってみたい学習内容を設定することや他の関係機関の活用、活動内容の

周知・ＰＲなどの意見が出され、どの分科会でも、得た情報を今後の社会学級の運営に生か

そうという意気込みが感じられました。 

伊敷公民館は、これからも頑張る社会学級の皆さんを支援してまいります。 


